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第3期の表彰式が行われました。 
ー最優秀賞は玉野の黒川様ー 

12/10（土）アール・ケア研修室（玉野市東高崎）にて、第3期の表彰式が開催さ
れました。応募総数591作品の中から、入選11作品の各賞発表、さらには審査員特
別賞5作品が発表されました。各賞は以下の通りです。 

※審査員特別賞は次号でお知らせいたします。 
 

           「生き活き川柳コンテスト」に関するお問い合わせは 

              TEL：0863-73-5073（二宮、山谷） 

【最優秀賞】 

 我夫 薬のせいで よく動く          黒川 雅子様（玉野市） 

【優秀賞】 

 しょうぎ板 なれぬ手付きで 王手さす    青木 享子様（岡山市東区） 

 ラブレター 出て来て終活 はかどらず    金谷 初恵様（赤磐市） 

【入選】 

 自分史を 書いて十年 まだ生きる      大賀 信子様（玉野市） 

 ひい孫も おいでおいでと 祭笛        太田 美栄子様（瀬戸内市） 

 階段の 登った上に 桜あり          栗原 文子様（岡山市南区） 

【佳作】 

 千秋の 介護に鳴る鐘 金婚看       鈴木 浩二様（赤磐市） 

 退院で 賞をあげたい 顔並ぶ       雨坪 ユキコ様（岡山市北区） 

 おどろいた 杖を忘れて 歩いてる      井下 毅様（倉敷市） 

 九十すぎ 口を開けば 部屋がわく     奥山 寿子様（瀬戸内市） 

 リハビリに 親の背中を 見せている     小山 純一様（岡山市東区） 
 


